
「
は
じ
め
に
」

「
Ａ
Ｉ
」は「Artifi cial Intelligence

」

の
頭
文
字
で
、
日
本
語
に
直
訳
す
る
と

「
人
工
知
能
」と
な
り
ま
す
。
具
体
的
に

は「
人
間
に
近
い
知
能
を
持
つ
人
工
的
な

も
の
」ま
た
は「
人
間
に
近
い
知
能
を
持

つ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
生
み

出
す
工
学
的
技
術
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ（Inform

ation and Com
-

m
unication Technology

）は「
情
報

通
信
技
術
」の
略
称
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
、
人
と
人
、
あ
る
い
は
人

と
モ
ノ
を
つ
な
ぎ
、
情
報
の
や
り
取
り
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
技

術
全
般
を
指
し
ま
す
。

Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
臨
床
検

査
業
務
の
効
率
化
お
よ
び
人
件
費
へ
の

影
響
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

1 

臨
床
検
査
業
務
の
効
率
化

（
1
） 

採
血
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発

血
液
検
査
を
実
施
す
る
た
め
に
採
血

は
、
必
須
で
あ
り
、
そ
の
業
務
を
遂
行

す
る
た
め
に
医
療
従
事
者
が
毎
日
た
く

さ
ん
の
患
者
さ
ん
と
対
面
で
採
血
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
安
全
・
安
心
が
優
先

さ
れ
ま
す
の
で
、我
が
国
で
は
、研
究
・

検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
採
血
ロ

ボ
ッ
ト
の
実
用
化
は
、
な
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。
Ｅ
Ｕ
や
中
国
で
は
、
採
血
ロ

ボ
ッ
ト
が
実
際
に
病
院
で
稼
働
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
実
績
を
踏
ま
え
て
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
展
開
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

人
員
削
減
効
果
に
貢
献
し
ま
す
が
、
一

人
当
た
り
の
採
血
時
間
が
延
長
す
る
可

能
性
が
高
い
こ
と
が
懸
念
事
項
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
2
） 

検
体
検
査
の
自
動
化

技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
検
体
検
査
の

Ａ
Ｉ・Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
臨
床
検
査
業
務
の

効
率
化
と
人
件
費
削
減
効
果
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